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東井義雄の教育思想 と教育実践の一考察(2)
広 岡 義 之
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の一考察(2)」と題 して,東 井義雄の教育思想と教育実践を継続 して掘り下げて学んでみたいと思う。
キーワード:『村を育てる学力』,民主主義的な児童観,「綴方教育」,いのちの教育
第1章 　 主 著 『村 を 育 て る 学 力 』 の































































い くため につ ける 「村を捨て る学力」で はな く,
「村 を育 てる学力」 でなければな らない と考 えた。
もちろん,厳 しい農作業への従事 という現実 は存
在す ることにちが いな い。 しか しそれが大変だか
ら,都 会へ出て仕事を求め るということで いいの
か と問 い,な ぜ これ ほど働 いて も貧 しいのか とい
うことを明確 に し,い か にすれば こう した困窮か
ら脱出で きるのか ということを考え ることが東井
義雄の主張す る民主主義教育の精神であ った。(9)
　東井義雄 はその ことにつ いて以下の ように論 じ
てい る。北川信子 の指摘を参考 に引用 してみよ う。
「私 は,子 どもたちを,全 部村 にひ きとめてお く
べ きだな どと考えて いるので はな い。研究所の研
究報告 がい って い るよ うに,『過半 数が都市 にで
る宿命 にあ る』な ら,そ れ もいいと思 う。ただ,
私 は,な ん とか して,学 習の基盤 に,こ の国土や
社会 に対す る 『愛』を据えつ けてお きた いと思 う



































力を,生 活綴方の実践と通 じて展開 していくのみ





第1節 児童詩 「ぼ くの した動 け」か ら理解で き
　　　る東井義雄の教育思想
　東井義雄 は彼の教育実践 と教育思想の中で,子
どもの 「いの ち」 というもの とどの ように対峙 し
て きた のだ ろ うか。 東井 は,あ る生徒 の質 問で
「口蓋垂」 の不思議 さを体験 した。 そ の後 の東井
の考え につ いて,今 井伸和 は次の ように紹介 して
いる。 「気 がつ いて みた ら『 口蓋垂 』 だけで はあ
りませ ん。 『目』 があ って見 る ことがで き ること
も,『耳』 があ って聞 くことがで きることも,『呼
吸』や『 心臓』が昼夜無休で はた らき続 けて いる
こと も,(中 略)み んなみん な,た だ ご とで はな
い,不 思 議 きわま ることで あ ったのです。 『生 き
て いる』 とばか り思 って いた私 が,『生 かされて
いた』のです」。(1)
　今井伸和 によれ ば,「私 」が た しか に生 きて い
るのだが,そ の根底 に 「私」を超えた力が働 いて
お り,そ のおか げで 「私」 は生か されて いるとい
うのであ る。 これ との関連で今井 は,東 井が よ く
援用す る五歳の幼児の次の言葉を紹介 して いる。




ぼ くの した動かすの は何や?」(2)
を今井伸和 は紹介 しつつ,こ の 「何や?」 の問 い
は,た とえ科学が どれ ほど発達 しようとも,答 え
られな い不思議 と しか言 いようがな いと指摘 して
いる。 もちろん,舌 は脳の指示 によって動 いて い
るのだが,そ れで はその脳を動か して いるもとの
もの は何か と順 に問 うて い くと,な ぜ この 「私」
が今 ここに存在す るのか という存在論 にまでた ど
りつ き,結 局,子 どもの問 いに答え ることはそ う
たやす いことでな いことに気づか ざるをえな くな
る。東井義雄 はまさにこの不可思議な働 きと して


















す ぐに 「ぼ くの子どもの頃とよく似ているな!」
「うちの三年生の息子 とよ く似ているな!」 と感
じたという。(4)
　東井によれば,井 上先生はM君を 「困った子」


















































　 また今井伸 和 によれば,「す まない心」 が この
子 の中か ら 「ぐい ぐいこみあげて きた」。 なぜな
ら,こ の子 どもの最内奥の素直な気持 ちが こみあ
げて いる状態 にあ るか らだ という。 これ との関連
で東井義雄 は,「作者[詩 を作 った小学生]は か
つ おのか お りの中 に,ほ ん もの のか お りをか い
で,ハ ッと したのだ。 ほん ものの母親 にであ った
のだ。」(2)今井 伸和 によれば私 たちが 自分 の心 の
醜さに気付 くのは,心 が本当にきれいな人 に出会 っ
た場合であ り,換 言すれば偽 りの 自分 に気付 くの
は,本 物の人間 に出会 った場合であ ると見事 に指
摘 して いる。
　 さらに古家佳美 によれば,母 親を 口で言 い負か
した と得意 げにな って いた 自分が,母 親の作 って
くれた心 こもったお弁当 に気づ くことで後悔す る
心が こみあ げて くる。 その ことによ って,「母 の
まこころ」 に出会えたのであ る。古家佳美 は続 け
て言 う。 「『綴 り方教育,作 文教育 』 の理念 の下
には,(中 略)『凡聖逆謗 斎廻入』の仏教思想があ
るので はな いか と考え る。そ して子 どもの思 い,
考えを受 け止め ることが,子 どもの心の成長 に大











「子 どもの いの ちに触れ る教育」 という観点か ら
考察 して いる山田邦男 は,多 くの東井の詩の中か
ら一つを選ぶ とす ると 「どの子 もこどもは星」以
外を挙 げることはで きな いと指摘 して いる。なぜ
な ら,こ の詩 ほど教育の本質をみ ごとに表現 した











































































の ような辛 い人生経験を紹介 して いる。結婚後間
もな く生 まれた東井のお嬢 さんが大病 にかか り,
医師か ら命の保障のな いことを宣告 された とき,
東井 は次 の よ うに記 して いる。 「生 きて いる こと
のただ ごとでな さ」の詩 という中で,「 こうして,
私 は,受 持 ちの子 らへの愛 によってでな く,私 の
子 どもへの愛 によって,生 きて いるということの
ただ ごとでな さを,否 応な しに痛感 させ られた。
そ して,こ の ことを通 じ,受 持 ちの子 らの いの ち
のただ ごとでな さに気づか された」。(9)
　 自分の娘 さんの大病を通 して 「生 きて いること
のただ ごとでな さ」を知 らされ,そ の ことを通 じ
て 「ひとりひとりの子 どもの背後 に 『親』があ る
ということ,子 どもは 「祈 られて いる存在』であ
るということ」を東井 は切実 に知 らされ ることに
な り,そ して 「教室の六十人の いの ちを拝む」 と
いう心境 に達 して い くのであ る。山田 はここに東
井 の教 師 と しての原点 をみてい る。(1°)(なお この
自分の娘 さんの大病を通 して 「生 きて いることの
ただ ごとでな さ」を知 らされた ことを綴 った東井
の詩の紹介 と解釈 は前号の51～52頁に掲載 して い
るので参照の こと。)
　 さい この三 行,「 そ して/天 い っぱ いに/子 ど
もの星 を輝 かせ よ う。」 は,教 育 の理想 を示 しな
が らも,教 育 とは 「祈 り」であ ることの東井の教
育的信条が暗示 されて いる。(11)
　祈 りは人間の願 いで はな い。神仏 に自分の願 い
を叶えて も らうように祈 るの は本当の祈 りで はな
く,た んな るお願 いにす ぎな いと東井 は明快 に述
べて いる。東井 は,先 の娘 さんの大病の ときも,
「病 気 をなお してや って くだ さい」 とお願 い した
ことは一度 もない と述べて い る。 「そのわ けは,
わた しは,わ た しの信 じて いる仏 さまは,お ねが
い しなか った ら言 うことを きいて くだ さ らな いよ
うな ケチな仏 さまでな いことを,深 く信 じて いる
か らです。」(12)と彼 の信仰 を告 白 してい る。
　山田 によれば,こ の信 は,自 分が祈 る以前 に,
すで に自分 は大 きな いの ちか ら 「願われ祈 られて
いる」 という信であ り,自 己のすべてをお任せす
ることであ るという解釈なのであ る。娘 さんの大
病の ときの詩 は 「こどもを教育す るな どと/お お
きな ことを いうな。　 一つで も,人 間輩 に　 自力
で な し得 ることが あ るか。　 馬鹿 。　 私。」 と結
ばれて いる。 こう した詩の内容 は,親 や教師がで
きることは,子 どもの いの ちに触れ,子 どもと一
つ にな ることだ けなのだ という東井の確信的表現
と して受 け止め るべ きだ ろう。(13)
　山田 は 「拝 まな い者 も　 おが まれて いる　 拝 ま
な いときも　 おが まれて いる」 という詩を援用 し
て,親 や教師の いの ち(無心)が 子 どもの いの ち
(無心)と ぶっか りあい,二 つ のいの ち(無 心)
が一つ にな るとき,そ こにおのずか ら,本 当の 自
分,本 当の子 どもが現れ出 る,そ の人 に しかな い
その人の光,そ の人の いの ちが輝 き出 ると結論づ
けて いる。私た ちはここに,東 井の教育的求道の
たゆ まざる実践をみ るのであ る。(14)

























て る原動力 とな った もの と思われ る。(1)
　現代 にお いて も,大 人た ちは 「子 ども存在」の
いの ちその ものの価値を見出 さず,即 効的な技術
のみ を求 めが ちであ る。 「子 ど もが理解 で きな く
な った ら」 と嘆 くので はな く,「子 ど もたちに気
付か され」,子 ど もたちの行動 や言 葉 を見 出す よ
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(1)古家佳美著,「東井義雄の教育実践の思想的基
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